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"Japanese clothing." The statistical analysis based 

on the survey results revealed that increasing 

opportunities for high school students to wear 

kimono could potentially enhance their interest 

in Hakata textiles,  obi sash and kimono through 

participation in the design contest. It also indicated 

that participation in the design contest might lead 

high school students to consider learning about 

and pursuing careers related to Hakata textiles, 

obi sash and kimono as one of their future career 

options.

１.　はじめに

１．１．研究の背景と目的

　学生を対象とした、伝統工芸品である染織品や和

装のデザインコンテストが全国で開催されている。こ

れらは、主に「全国規模で募集しているコンテスト」、

「産地の地元学生に対象を絞ったコンテスト」及び

「専門学校主催のコンテスト」等に分類される１）。

　本研究ではこれらのデザインコンテストのうち、福

岡県内の高校生を対象に開催されている「博多つくり

べデザインコンクール」を研究対象とした。

　「博多つくりべデザインコンクール」は 2000 年に

始まり、これまで 25 回開催されている。第 1 回から

第 9 回までは博多織工業組合の組合員有志等による

「博多つくりべの会」が主催し、第 11 回以降は、博

要旨

　本研究では学生を対象とした、伝統工芸品の染織

品や和装のデザインコンテストのうち、福岡県内の

高校生を対象に開催されている「博多つくりべデザイ

ンコンクール」を研究対象とした。そして、高校生応

募者のコンテストに対する意識や、「伝統工芸」ない

し「和装」に対する意識等についての調査を実施し

分析を行った。

　調査結果データに基づいて統計解析（カイ二乗検

定等）を行った結果、高校生にきものを着てもらう

機会を増やすことによって、デザインコンテスト応募

を機にさらに博多織や帯・きものへの関心を高めて

もらうことに繋がる可能性があることや、高校生がデ

ザインコンテスト応募を機に、博多織や帯・きもの

に関する学びや職業を、将来的な進路選択の一つと

して考えることに繋がる可能性があることなどが明ら

かとなった。

Summary

　This study focused on the "Hakata Tsukuribe 

Design Competi t ion," a des ign contest for 

traditional crafts such as textiles and Japanese 

clothing, held for high school students in Fukuoka 

Prefecture. It conducted research and analysis on 

high school applicants' awareness of the contest 

and their perceptions of "traditional crafts" and 
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多織の後継者育成機関である「NPO 法人博多織技能

開発養成学校（以下「博多織デベロップメントカレッ

ジ」という。）」が主催している（表 1）。

　これまで「博多つくりべデザインコンクール」で、

高校生応募者のコンテストに対する意識や、彼らの

「伝統工芸」ないし「和装」に対する意識や実態等

についての調査やそれに基づく分析は行われていな

い。

　本研究では「博多つくりべデザインコンクール」を

題材として、このデザインコンテストの開催状況を把

握し、高校生の伝統工芸に対する関心醸成や、後継

者育成につなげる機能的役割について考察すること

を目的とする。

１．２．研究方法

　本研究の構成は以下の通りである。第 2 章では、「博

多つくりべデザインコンクール」に関する質問紙調査

の実施内容と統計解析の方法について述べる。第 3

章では、調査結果のクロス集計を用い、高校生応募

者の和装や博多織に対する意識・実態についての現

状等を確認する。第 4 章では、統計解析（カイ二乗

検定と残差分析）から抽出された関連性について分

析し、考察を行う。

２．質問紙調査

２．１．対象者

　質問紙調査の対象者は、「第 25 回博多つくりべデ

ザインコンクール」（2024 年度）に応募した高校生

668 名とした。

２．２．調査方法及び調査内容

　質問紙調査では、「第 25 回博多つくりべデザイ

ンコンクール」の出品申込書に自記式質問解答欄を

設定し、応募作品裏面貼付の申込書を回収して実施

した（図 1）。

　設問は、きものの着用経験（問 1）や「博多織」

という言葉の認知度（問 2）のほか、帯・きものの

関心度（問 3）、博多織や帯・きものについて調べ

た経験の有無（問 4、5）、応募を経て博多織や帯・

きものに対する関心が高まったか否か（問 6、7）、

さらに将来帯・きものを学べる学校に進みたいか否

か（問 8）、及び将来帯・きものに携わる職業に就

きたいか否か（問 9）について問う計 9 問であった。

2024 年 9 月 2 日～同月 27 日の間に、合計 668 通

の出品申込書が回収された。

２．３．分析の視点

　本研究で実施した調査の結果を分析するにあたっ
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ては、主に、応募者の和装や伝統工芸品「博多織」

に対する関心や調査姿勢について現状把握を行うとと

もに、各々の要因間で関連性が見られるかどうかを、

クロス集計を用いて把握することを方針に掲げて取組

んだ。

２．４．統計解析の方針

　クロス集計を用いて設問同士の関連性を確認し、2

変数間で統計的に有意な関連性があるかを分析する

ため、カイ二乗検定を用いた。統計的に有意であっ

た場合には、どの要因の効果があったかを明らかに

するために残差分析を行った。

　残差分析の結果、標準正規分布に従うと調整済残

差の絶対値が 1.96 以上であれば、5％水準で有意で

あるということができる。本研究では、調整済残差が 

1.96 以上の要因に注目することにした。

　なお、統計解析ソフトは IBM SPSS ver.30 for 

Windows を使用した。

３．調査の結果

３．１．きものの着用経験と関連性を持つ項目の探索

　「きものを着た経験がありますか」という質問で

は「ある」と「ない」の 2 選択肢から回答を求めた。

この回答と、他の質問項目での回答とで区分したク

ロス集計表を作成し、カイ二乗検定を行った結果、

有意差や有意傾向が見られたものを表 2 に示す。

　このうち第一に、「『博多織』という言葉を聞いた

ことがあるか」という質問の回答とのクロス集計

では、検定の結果、5％水準で有意差が認められた

（χ2(3) ＝ 4.313, p ＜ .05）。このことから、きもの

を着たことが「ある」という回答が、博多織という

言葉を聞いたことが「ある」という高校生応募者に

多いことが示された。

　第二に、「以前から帯やきものに興味があったか」

という質問の回答とのクロス集計では、検定の結果、

1％水準で有意差が認められた（χ2(4) ＝ 39.348, p

＜ .01）。このことから、きものを着たことが「あ

る」という回答が、「以前からきものに興味があった」

という高校生応募者に多いことが示された。　

　第三に、「応募して『博多織』への関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(4) ＝

14.036, p ＜ .01）。このことから、きものを着たこ

とが「ある」という回答が、「応募して『博多織』

への関心が高まった」という高校生応募者に多いこ

とが示された。

　第四に、「応募して帯やきものへの関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検定

の結果、10％水準で有意傾向が認められた（χ2(4)

図１．出品申込書に設定した自記式質問解答欄
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＝ 5.010, p ＜ .1）。このことから、きものを着たこ

とが「ある」という回答が、「応募して帯やきもの

への関心が高まった」という高校生応募者に多い傾

向が認められた。

３．２．「博多織」という言葉の認知度と関連性を持

つ項目の探索

　「これまで『博多織』という言葉を聞いたことが

ありましたか」という質問では「あった」と「な

かった」の 2 選択肢から回答を求めた。この回答と、

他の質問項目での回答とで区分したクロス集計表を

作成し、カイ二乗検定を行った結果、有意差が見ら

れたものを表 3 に示す。

　このうち第一に、「以前から帯やきものに興味が

あったか」という質問の回答とのクロス集計では、

検定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(4)

＝ 18.249, p ＜ .01）。このことから、これまで博多

織という言葉を聞いたことが「あった」という回答

が、「以前からきものに興味があった」という高校

生応募者に多いことが示された。

　第二に、「今回『博多織』について調べたか」と

いう質問の回答とのクロス集計では、検定の結果、

1％水準で有意差が認められた（χ2(4) ＝ 11.799, p

＜ .01）。このことから、これまで博多織という言

葉を聞いたことが「あった」という回答が、「今回『博

多織』について調べた」という高校生応募者に多い

ことが示された。

　第三に、「今回帯やきものについて調べたか」と

いう質問の回答とのクロス集計では、検定の結果、

5％水準で有意差が認められた（χ2(4) ＝ 7.156, p

＜ .05）。このことから、これまで博多織という言

葉を聞いたことが「あった」という回答が、「今回

帯やきものについて調べた」という高校生応募者に

多いことが示された。

　第四に、「応募して『博多織』への関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(4) ＝

45.934, p ＜ .01）。このことから、これまで博多織

という言葉を聞いたことが「あった」という回答が、

「応募して『博多織』への関心が高まった」という

高校生応募者に多いことが示された。

　第五に、「応募して帯やきものへの関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(4) ＝

21.297, p ＜ .01）。このことから、これまで博多織

という言葉を聞いたことが「あった」という回答が、

「応募して帯やきものへの関心が高まった」という

4

表 2.　きものの着用経験と他の質問項目とのクロス集計表
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表 3.　 「博多織」という言葉の認知度と他の質問項目とのクロス集計表

表 4.　 帯やきものへの関心度と他の質問項目とのクロス集計表
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高校生応募者に多いことが示された。

　第六に、「将来帯やきものに携わる職業に就きた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、5％水準で有意差が認められた（χ2(4) ＝

6.504, p ＜ .05）。このことから、これまで博多織

という言葉を聞いたことが「あった」という回答が、

「将来帯やきものに携わる職業に就きたい」という

高校生応募者に多いことが示された。

　なお、「きものの着用経験」の回答とのクロス集

計でも 5％水準で有意差が認められた（３．１．で

の分析の第一）。

３．３．帯やきものへの関心度と関連性を持つ項目

の探索

　「以前から、帯やきものに興味があった」という

質問では、「はい」「どちらともいえない」「いいえ」

の 3 選択肢から回答を求めた。この回答と、他の

質問項目での回答とで区分したクロス集計表を作成

し、カイ二乗検定を行った結果、有意差が見られた

ものが表 4 である。

　このうち第一に、「今回『博多織』について調べ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

19.358, p ＜ .01）。このことから、以前から帯やき

ものに興味が「あった」という回答が、「今回『博

多織』について調べた」という高校生応募者に多い

ことが示された。

　第二に、「今回帯やきものについて調べたか」と

いう質問の回答とのクロス集計では、検定の結果、

1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝ 47.614, p

＜ .01）。このことから、以前から帯やきものに興

味が「あった」という回答が、「今回帯やきものに

6

ついて調べた」という高校生応募者に多いことが示

された。

　第三に、「応募して『博多織』への関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

111.418, p ＜ .01）。このことから、以前から帯や

きものに興味が「あった」という回答が、「応募し

て『博多織』への関心が高まった」という高校生応

募者に多いことが示された。

　第四に、「応募して帯やきものへの関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

145.135, p ＜ .01）。このことから、以前から帯や

きものに興味が「あった」という回答が、「応募し

て帯やきものへの関心が高まった」という高校生応

募者に多いことが示された。

　第五に、「将来帯やきものを学べる学校に進みた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

65.411, p ＜ .01）。このことから、以前から帯やき

ものに興味が「あった」という回答が、「将来帯や

きものを学べる学校に進みたい、又はどちらともい

えない」という高校生応募者に多いことが示された。

　第六に、「将来帯やきものに携わる職業に就きた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

74.519, p ＜ .01）。このことから、以前から帯やき

ものに興味が「あった」という回答が、「将来帯や

きものに携わる職業に就きたい、又はどちらともい

えない」という高校生応募者に多いことが示された。

　第七に、学年別とのクロス集計では、検定の結果、

高校生向けデザインコンテストを巡る意識調査分析　―「博多つくりべデザインコンクール」を題材として―
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1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝ 28.390, p

＜ .01）。このことから、以前から帯やきものに興

味が「あった」という回答が、高校三年生の応募者

に多いことが示された。

　なお、「きものの着用経験」の回答とのクロス集

計でも 1％水準で有意差が認められ（３．１．での

分析の第二）、「博多織」という言葉の認知度の回答

とのクロス集計でも 1％水準で有意差が認められた

（３．２．での分析の第一）。

３．４．博多織に関する調査の有無と関連性を持つ

項目の探索

　「今回、『博多織』について調べた」という質問では、

「はい」「どちらともいえない」「いいえ」の 3 選択

肢から回答を求めた。この回答と、他の質問項目で

の回答とで区分したクロス集計表を作成し、カイ二

乗検定を行った結果、有意差が見られたものが表 5

である。

　このうち第一に、「今回帯やきものについて調べ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

235.944, p ＜ .01）。このことから、「今回、『博多織』

について調べた」という回答が、「今回帯やきもの

について調べた」という高校生応募者に多いことが

示された。

　第二に、「応募して『博多織』への関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

112.409, p ＜ .01）。このことから、「今回、『博多織』

について調べた」という回答が、「応募して『博多織』

への関心が高まった」という高校生応募者に多いこ

とが示された。

　第三に、「応募して帯やきものへの関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

98.532, p ＜ .01）。このことから、「今回、『博多織』

について調べた」という回答が、「応募して帯やき

ものへの関心が高まった」という高校生応募者に多

いことが示された。

　第四に、「将来帯やきものを学べる学校に進みた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、5％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

13.152, p ＜ .05）。このことから、「今回、『博多織』

表 5.　 博多織に関する調査の有無と他の質問項目とのクロス集計表
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について調べていない」という回答が、「将来帯や

きものを学べる学校に進みたくはない」という高校

生応募者に多いことが示された。

　第五に、「将来帯やきものに携わる職業に就きた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

28.283, p ＜ .01）。このことから、「今回、『博多織』

について調べた」という回答が、「将来帯やきもの

に携わる職業に就きたい」という高校生応募者に多

いことが示された。

　第六に、学年別とのクロス集計では、検定の結果、

5％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝ 11.129, p

＜ .05）。このことから、「今回、『博多織』につい

て調べた」という回答が、高校一年生の応募者に多

いことが示された。

　なお、「博多織」という言葉の認知度の回答との

クロス集計でも 1％水準で有意差が認められ（３．

２．での分析の第二）、帯やきものへの関心度の回

答とのクロス集計でも 1％水準で有意差が認められ

た（３．３．での分析の第一）。

３．５．帯やきものに関する調査の有無と関連性を

持つ項目の探索

　「今回、帯やきものについて調べた」という質問

8

表 6.　 帯やきものに関する調査の有無と他の質問項目とのクロス集計表

では、「はい」「どちらともいえない」「いいえ」の

3 選択肢から回答を求めた。この回答と、他の質問

項目での回答とで区分したクロス集計表を作成し、

カイ二乗検定を行った結果、有意差が見られたもの

が表 6 である。

　このうち第一に、「応募して『博多織』への関心

が高まったか」という質問の回答とのクロス集計

では、検定の結果、1％水準で有意差が認められた

（χ2(5) ＝ 100.914, p ＜ .01）。このことから、「今回、

帯やきものについて調べた」という回答が、「応募

して『博多織』への関心が高まった」という高校生

応募者に多いことが示された。

　第二に、「応募して帯やきものへの関心が高まっ

たか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

121.062, p ＜ .01）。このことから、「今回、帯やき

ものについて調べた」という回答が、「応募して帯

やきものへの関心が高まった」という高校生応募者

に多いことが示された。

　第三に、「将来帯やきものを学べる学校に進みた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検定

の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

41.019, p ＜ .01）。このことから、「今回、帯やきも

高校生向けデザインコンテストを巡る意識調査分析　―「博多つくりべデザインコンクール」を題材として―
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問項目での回答とで区分したクロス集計表を作成し、

カイ二乗検定を行った結果、有意差が見られたもの

が表 7 である。

　このうち第一に、「応募して帯やきものへの関心が

高まったか」という質問の回答とのクロス集計では、

検定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5)

＝ 533.667, p ＜ .01）。このことから、「応募して『博

多織』への関心が高まった」という回答が、「応募し

て帯やきものへの関心が高まった」という高校生応募

者に多いことが示された。

　第二に、「将来帯やきものを学べる学校に進みた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検定

の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

42.122, p ＜ .01）。このことから、「応募して『博多織』

への関心が高まった」という回答が、「将来帯やきも

のを学べる学校に進みたい、又はどちらともいえない」

という高校生応募者に多いことが示された。

　第三に、「将来帯やきものに携わる職業に就きた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検定

の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

44.052, p ＜ .01）。このことから、「応募して『博多織』

への関心が高まった」という回答が、「将来帯やきも

のに携わる職業に就きたい、又はどちらともいえない」

という高校生応募者に多いことが示された。

　なお、「きものの着用経験」の回答とのクロス集計

でも 1％水準で有意差が認められ（３．１．での分析

の第三）、「博多織」という言葉の認知度の回答との
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表 7.　 応募を経ての博多織への関心度の高まりと他の質問項目とのクロス集計表

のについて調べた」という回答が、「将来帯やきもの

を学べる学校に進みたい」という高校生応募者に多

いことが示された。

　第四に、「将来帯やきものに携わる職業に就きた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検定

の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

46.027, p ＜ .01）。このことから、「今回、帯やきも

のについて調べた」という回答が、「将来帯やきもの

に携わる職業に就きたい」という高校生応募者に多

いことが示された。

　第五に、学年別とのクロス集計では、検定の結果、

1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝ 17.258, p

＜ .01）。このことから、「今回、帯やきものについて

調べた」という回答が、高校一年生の応募者に多い

ことが示された。

　なお、「博多織」という言葉の認知度の回答とのク

ロス集計でも 5％水準で有意差が認められ（３．２．

での分析の第三）、帯やきものへの関心度の回答との

クロス集計でも 1％水準で有意差が認められた（３．

３．での分析の第二）。さらに博多織に関する調査有

無の回答とのクロス集計でも 1％水準で有意差が認め

られた（３．４．での分析の第一）。

３．６．応募を経ての博多織への関心度の高まりと

関連性を持つ項目の探索

　「応募して『博多織』への関心が高まった」という

質問では、「はい」「どちらともいえない」「いいえ」

の 3 選択肢から回答を求めた。この回答と、他の質
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クロス集計でも 1％水準で有意差が認められた（３．

２．での分析の第四）。さらに、帯やきものへの関心

度の回答とのクロス集計でも1％水準で有意差が（３．

３．での分析の第三）、博多織に関する調査有無の

回答とのクロス集計でも 1％水準で有意差が（３．４．

での分析の第二）、そして帯やきものに関する調査有

無の回答とのクロス集計でも 1％水準で有意差が認め

られた（３．５．での分析の第一）。

３．７．応募を経ての帯やきものへの関心度の高ま

りと関連性を持つ項目の探索

　「応募して帯やきものへの関心が高まった」という

質問では、「はい」「どちらともいえない」「いいえ」

の 3 選択肢から回答を求めた。この回答と、他の質

問項目での回答とで区分したクロス集計表を作成し、

カイ二乗検定を行った結果、有意差が見られたもの

が表 8 である。

　このうち第一に、「将来帯やきものを学べる学校

に進みたいか」という質問の回答とのクロス集計

では、検定の結果、1％水準で有意差が認められた

（χ2(5) ＝ 45.535, p ＜ .01）。このことから、「応募

して帯やきものへの関心が高まった」という回答が、

「将来帯やきものを学べる学校に進みたい、又はど

ちらともいえない」という高校生応募者に多いこと

が示された。

　第二に、「将来帯やきものに携わる職業に就きた

いか」という質問の回答とのクロス集計では、検

定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝

47.277, p ＜ .01）。このことから、「応募して帯や

きものへの関心が高まった」という回答が、「将来

帯やきものに携わる職業に就きたい、又はどちらと

もいえない」という高校生応募者に多いことが示さ

れた。

　第三に、学年別とのクロス集計では、検定の結果、

5％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝ 12.266, p

＜ .05）。このことから、「応募して帯やきものへの

関心が高まった」という回答が、高校三年生の応募

者に多いことが示された。

　なお、「きものの着用経験」の回答とのクロス集

計でも 10％水準で有意傾向が認められ（３．１．で

の分析の第四）、「博多織」という言葉の認知度の回

答とのクロス集計でも 1％水準で有意差が認められた

（３．２．での分析の第五）。さらに、帯やきものへ

の関心度の回答とのクロス集計でも 1％水準で有意

差が（３．３．での分析の第四）、博多織に関する調

査有無の回答とのクロス集計でも1％水準で有意差が

（３．４．での分析の第三）、帯やきものに関する調

査有無の回答とのクロス集計でも1％水準で有意差が

（３．５．での分析の第二）、そして、応募を経ての

博多織への関心度の高まりの回答とのクロス集計でも

1％水準で有意差が認められた（３．６．での分析の

第一）。

３．８．将来帯やきものを学べる学校への進学意思

と関連性を持つ項目の探索

　「将来、帯やきものを学べる学校に進みたい」とい

表 8.　 応募を経ての帯やきものへの関心度の高まりと他の質問項目とのクロス集計表
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表 9.　 将来帯やきものを学べる学校への進学意思と他の質問項目とのクロス集計表

う質問では、「はい」「どちらともいえない」「いいえ」

の 3 選択肢から回答を求めた。この回答と、他の質

問項目の回答とで区分したクロス集計表を作成し、カ

イ二乗検定を行った結果、有意差が見られたものが

表 9 である。

　このうち第一に、「将来帯やきものに携わる職業に

就きたいか」という質問の回答とのクロス集計では、

検定の結果、1％水準で有意差が認められた（χ2(5)

＝ 794.110, p ＜ .01）。このことから、「将来、帯や

きものを学べる学校に進みたい」という回答が、「将

来帯やきものに携わる職業に就きたい」という高校生

応募者に多いことが示された。

　第二に、学年別とのクロス集計では、検定の結果、

5％水準で有意差が認められた（χ2(5) ＝ 10.095, p

＜ .05）。このことから、「将来、帯やきものを学べる

学校に進みたい」という回答が、高校三年生の応募

者に多いことが示された。

　なお、帯やきものへの関心度の回答とのクロス集

計でも1％水準で有意差が（３．３．での分析の第五）、

博多織に関する調査有無の回答とのクロス集計でも

1％水準で有意差が認められた（３．４．での分析の

第四）。さらに、帯やきものに関する調査有無の回答

とのクロス集計でも 1％水準で有意差が（３．５．で

の分析の第三）、応募を経ての博多織への関心度の

高まりの回答とのクロス集計でも 1％水準で有意差が

認められた（３．６．での分析の第二）、そして、応

募を経ての帯やきものへの関心度の高まりの回答との

クロス集計でも 1％水準で有意差が認められた（３．

７．での分析の第一）。

３．９．将来帯やきものに携わる就職の意思と関連

性を持つ項目の探索

　「将来、帯やきものに携わる職業に就きたい」とい

う質問では、「はい」「どちらともいえない」「いいえ」

の 3 選択肢から回答を求めた。この回答と、他の質

問項目の回答とで区分したクロス集計表を作成し、カ

イ二乗検定を行った結果、有意差が見られたものが

表 10 である。

　学年別とのクロス集計では、検定の結果、1％水準

で有意差が認められた（χ2(5) ＝ 15.554, p ＜ .01）。

このことから、「将来、帯やきものに携わる職業に就

きたい」という回答が、三年生の応募者に多いこと

が示された。

　なお、「博多織」という言葉の認知度の回答とのク

ロス集計でも 5％水準で有意差が（３．２．での分析

の第六）、帯やきものへの関心度の回答とのクロス集

計でも 1％水準で有意差が（３．３．での分析の第六）

認められた。さらに、博多織に関する調査有無の回答

とのクロス集計でも 1％水準で有意差が（３．４．で

の分析の第五）、帯やきものに関する調査有無の回答

とのクロス集計でも 1％水準で有意差が（３．５．で

の分析の第四）、応募を経ての博多織への関心度の

高まりの回答とのクロス集計でも 1％水準で有意差が

（３．６．での分析の第三）、応募を経ての帯やきも

のへの関心度の高まりの回答とのクロス集計でも 1％

水準で有意差が（３．７．での分析の第二）、そして、

将来帯やきものを学べる学校への進学意思の回答と

のクロス集計でも 1％水準で有意差が認められた（３．

８．での分析の第一）。
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４．考察

　以上の分析結果より、きものの着用経験や博多織

という言葉の認知度のほか、帯やきものの関心度、

博多織や帯・きものについての調査の有無、応募を

経ての博多織や帯・きものへの関心度の高まり、さら

には将来帯・きものを学べる学校への進学意思やそ

れらに携わる職業への就職意思のそれぞれの項目間

の関連性等についての考察を以下に示す。

４．１．高校生の「きものの着用経験」の重要性

　まず、３．１．で の統計解析結果において、きもの

の着用経験がある高校生応募者に、応募を経て博多

織や帯・きものへの関心が高まったと答える傾向が見

られた。

　高校生にきものを着てもらう機会を増やすことに

よって、デザインコンテスト応募を機に博多織や帯・

きものへの関心を高めてもらうことに繋がる可能性が

ある。

４．２．「博多織」や帯・きものへの関心が高まった

高校生が和装に携わる進路を志すという重要性

　次に、３．６．での統計解析結果において、応募

をして「博多織」への関心が高まったと回答した高校

生応募者に、将来帯やきものを学べる学校に進みた

いと答える傾向が見られた。また、３．７．での統計

解析結果においては、応募をして帯やきものへの関

心が高まったと回答した高校生応募者に、将来帯や

きものに携わる職業に就きたいと答える傾向も見られ

た。

　高校生がデザインコンテスト応募を機に、博多織

や帯・きものに関する学びや職業を、将来的な進路

選択の一つとして考えることに繋がる可能性がある。

５．結論と今後の課題

　本研究の結果、「博多つくりべデザインコンクール」

への応募を行った高校生が、応募を機に博多織や帯・

きものへの関心を高めている状況等が把握できた。

　一方で、高校生応募者がデザインを専攻している

か否かや、性別の違い等、今後注目すべき属性項目

が存在する可能性がある。引き続き、調査の質問項

目や尺度について再検討を行うことが課題として挙げ

られる。
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